
﹃
始
め
に
﹄

昨
秋
、
念
願
の
紅
葉
時
の
カ
ナ
ダ
訪
問

に
併
せ
て
、
米
国
の
ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ

ン
ド
地
方
・
約
千
五
百
㎞
を
一
週
間
ド
ラ

イ
ブ
旅
行
し
た
。
大
河
ド
ラ
マ
﹁
花
燃
ゆ
﹂

の
年
初
の
一
場
面
を
見
る
う
ち
に
、
松
陰

先
生
が
、
国
禁
を
犯
し
て
命
が
け
で
確
か

め
よ
う
と
し
た
、
米
国
の
建
国
の
精
神
に

触
れ
ん
が
為
、〝
こ
れ
は
、
行
か
ね
ば
な
る

ま
い
！
〟
と
思
い
立
っ
た
の
で
あ
る
。

攘
夷
運
動
は
、
単
純
な
排
外
主
義
に
あ

ら
ず
、
独
立
国
家
と
し
て
の
日
本
の
近
代

化
を
目
指
し
た
倒
幕
運
動
で
あ
っ
た
。
危

機
感
を
持
っ
た
松
陰
先
生
他
門
下
生
・
攘

夷
の
志
士
は
、清
末
の
地
理
書﹃
海
国
図
志

︵
魏
源
著
、
一
八
四
二
年
刊
︶﹄
や
﹃
坤
與
図

識
︵
箕
作
省
吾
著
、
一
八
四
五
年
刊
︶﹄
等

の
書
物
を
通
じ
、
国
際
情
勢
、
取
り
分
け
、

英
国
と
戦
っ
て
独
立
を
勝
ち
取
っ
た
米
国

の
建
国
の
歴
史
と
そ
の
精
神
を
理
想
の
も

の
と
し
て
、
格
別
の
関
心
と
深
い
造
詣
を

有
し
て
い
た
と
言
わ
れ
る
︵
三
宅
紹
宣
著

﹃
幕
末
の
志
士
達
の
ア
メ
リ
カ
独
立
戦
争

認
識
﹄
二
〇
〇
九
年
刊
・
山
口
県
地
方
史

研
究
・
第
一
〇
二
号
を
参
照
︶。

米
国
建
国
の
精
神
に
つ
い
て
、
そ
の
道

筋
を
辿
れ
ば
、①
清
教
徒
に
よ
る﹁
メ
イ
フ

ラ
ワ
ー
盟
約
︵
一
六
二
〇
年
︶﹂
に
起
源
を

発
し
、
②
一
世
紀
半
余
の
歳
月
を
経
て
、

﹁
独
立
宣
言︵
一
七
七
六
年
七
月
︶﹂に
お
い

て
自
由
と
平
等
を
謳
い
、
生
命
・
自
由
・

幸
福
追
求
の
権
利
を
不
可
侵
の
も
の
と
し

て
宣
言
、
③
﹁
合
衆
国
憲
法
︵
一
七
八
七

年
︶﹂
で
、
人
民
主
権
・
連
邦
制
度
・
三
権

分
立
を
定
め
、
④
フ
ラ
ン
ス
革
命
に
よ
る

人
権
宣
言
の
影
響
を
受
け
た
﹁
権
利
章
典

︵
一
七
九
一
年
︶﹂
を
以
て
人
権
条
項
を
憲

法
に
付
加
し
な
が
ら
辿
っ
た
姿
が
見
え
て

く
る
。

そ
し
て
、
年
月
と
場
所
を
隔
て
な
が
ら

も
、現
行
の﹁
日
本
国
憲
法
﹂に
お
い
て
も
、

人
類
の
共
通
遺
産
と
も
言
え
る
そ
れ
ら
普

遍
的
な
理
念
が
そ
こ
に
引
き
継
が
れ
て
い

る
よ
う
に
思
う
。

﹁
ポ
ー
ツ
マ
ス
︵
日
露
戦
争
講
和
条
約
の
締

結
地
︶﹂
訪
問

ニ
ュ
ー
・
イ
ン
グ
ラ
ン
ド
旅
行
の
初

日
、九
月
二
十
八
日
㈪
朝
、モ
ン
ト
リ
オ
ー

ル
か
ら
グ
レ
イ
ハ
ウ
ン
ド
・
バ
ス
で
国
境

を
越
え
て
バ
ー
モ
ン
ト
州
の
州
都
・
バ
ー

リ
ン
ト
ン
の
空
港
ま
で
移
動
︵
出
入
国
手

続
き
を
含
め
所
要
三
時
間
余
︶、
こ
こ
で
レ

ン
タ
カ
ー
に
乗
り
換
え
て
、
お
隣
の
ニ
ュ

ー
・
ハ
ン
プ
シ
ャ
ー
州
の
﹁
ブ
レ
ト
ン
・

ウ
ッ
ズ︵
一
九
四
四
年
、第
二
次
大
戦
後
の

Ｉ
Ｍ
Ｆ
を
核
と
す
る
国
際
通
貨
体
制
を
決

め
た
会
議
開
催
場
所
︶﹂
を
訪
ね
た
︵
走
行

百
八
十
五
㎞
／
二
時
間
半
︶。

翌
二
十
九
日
㈫
は
、
リ
ン
カ
ー
ン
の
町

か
ら
、紅
葉
を
迎
え
た﹁
カ
ン
カ
マ
ガ
ス
・

ハ
イ
ウ
ェ
イ
﹂を
抜
け
て
、十
五
時
過
ぎ
に

大
西
洋
に
臨
む
港
町
・
ポ
ー
ツ
マ
ス
に
到

着
し
た
︵
移
動
距
離
：
約
二
百
五
十
㎞
︶。

早
速
、
日
露
戦
争
終
結
に
伴
う
ポ
ー
ツ
マ

ス
会
議
・
条
約
関
連
資
料
が
展
示
さ
れ
る

﹁
ポ
ー
ツ
マ
ス
歴
史
協
会
︵
Ｊ
・
Ｐ
・
ジ
ョ

ー
ン
ズ
・
ハ
ウ
ス
︶﹂
を
訪
問
し
た
が
、
交

渉
成
立
を
祈
る
ポ
ー
ツ
マ
ス
市
民
が
両
国

全
権
一
行
に
示
し
た
数
々
の
温
か
い
も
て

な
し
を
知
る
こ
と
が
出
来
た
。
そ
こ
に
全

権
大
使
の
小
村
寿
太
郎
が
座
っ
た
椅
子
を

見
つ
け
、
先
年
、
生
家
の
あ
る
飫
肥
︵
宮
崎

県
︶
の
城
下
町
を
訪
れ
た
事
を
思
い
出
し

た
。下
級
武
士
の
家
に
生
ま
れ
た
彼
は
、大
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学
南
校
︵
後
の
東
京
大
学
︶
に
進
み
、
第
一

回
文
部
省
海
外
留
学
生
と
し
て
ハ
ー
バ
ー

ド
大
学
に
留
学
、
同
ロ
ー
・
ス
ク
ー
ル
を

卒
業
、
後
に
第
一
次
桂
内
閣
で
外
務
大
臣

に
就
任
、
日
英
同
盟
︵
一
九
〇
二
年
︶
及
び

ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約
︵
一
九
〇
五
年
︶
を
締

結
、
更
に
第
二
次
桂
内
閣
で
は
関
税
自
主

権
の
回
復
を
果
た
し
た︵
一
九
一
一
年
︶稀

有
な
人
物
で
あ
る
。

難
交
渉
の
末
に
締
結
さ
れ
、
戦
争
の
早

期
終
結
を
実
現
さ
せ
た
ポ
ー
ツ
マ
ス
条
約

な
が
ら
、
戦
時
の
大
増
税
を
臥
薪
嘗
胆
の

上
に
耐
え
た
国
民
大
衆
は
、
戦
費
・
兵
員

が
底
を
つ
き
、
戦
争
継
続
困
難
な
実
態
を

知
ら
ず
、
高
額
賠
償
金
を
獲
得
出
来
な
か

っ
た
こ
と
に
不
満
を
募
ら
せ
、暴
動﹁
日
比

谷
焼
き
討
ち
事
件
﹂ま
で
発
生
し
、非
難
が

交
渉
全
権
の
小
村
に
集
中
し
た
。
貧
乏
く

じ
を
引
い
た
小
村
だ
が
、
日
本
外
交
史
に

そ
の
名
を
遺
す
政
治
家
の
一
人
で
あ
る
こ

と
に
違
い
は
な
い
。

交
渉
を
仲
介
し
た
米
国
大
統
領
の
セ
オ

ド
ア
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
が
、
条
約
締
結
の

翌
年︵
一
九
〇
六
年
︶に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞

を
受
賞
し
た
こ
と
も
紹
介
さ
れ
て
お
り
、

米
国
人
初
の
平
和
賞
受
賞
者
で
あ
る
こ
と

を
知
っ
た
。
条
約
調
印
式
が
行
な
わ
れ
た

歴
史
的
建
造
物
︵
Rockingham
 H
ouse︶

は
、
近
く
に
あ
っ
て
、
今
は
﹁
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
・
レ
ス
ト
ラ
ン
﹂と
呼
ば
れ
、食
事
を
提

供
し
て
い
る
。

︵
閑
話
休
題
：
そ
の
一
︶
日
露
講
和
条
約

締
結
後
の
日
米
関
係
に
踏
み
込
ん
で
小
村

外
交
を
眺
め
る
と
評
価
が
分
か
れ
て
見
え

る
。
講
和
条
約
で
得
た
南
満
州
の
鉄
道
権

益
に
対
し
、
共
同
経
営
の
提
案
を
受
け
て

一
旦
結
ん
だ
仮
契
約
︵﹁
桂
・
ハ
リ
マ
ン
協

定
﹂︶
を
、
ポ
ー
ツ
マ
ス
か
ら
帰
国
し
た
小

村
が
反
故
に
し
た
こ
と
で
あ
る
。
フ
ィ
リ

ピ
ン
獲
得
後
、
中
国
大
陸
進
出
を
目
指
し

た
米
国
は
、ロ
シ
ア
の
南
下
を
き
ら
い
、米

国
内
で
戦
費
調
達
を
認
め
る
ほ
ど
に
日
本

に
好
意
的
で
あ
っ
た
が
、
講
和
条
約
締
結

後
は
、
前
後
し
て
発
生
し
た
黄
禍
論
・
排

日
移
民
運
動
を
も
伴
い
、
反
日
の
気
運
に

転
じ
た
。
そ
の
後
双
方
の
辿
っ
た
道
の
り

は
莫
大
な
代
償
を
伴
っ
た
︵
排
日
移
民
法

の
制
定
、満
州
事
変
～
満
州
国
の
成
立
、リ

ッ
ト
ン
調
査
団
の
派
遣
～
日
本
の
国
際
連

盟
脱
退
、
日
米
開
戦
～
終
戦
に
至
る
道
の

り
は
御
高
承
の
と
お
り
︶。
歴
史
に
﹁
も
し

も
﹂の
類
の
話
は
尽
き
な
い
が
、様
々
に
思

い
が
及
ぶ
。

﹁
奇
兵
隊
の
原
型
は﹁
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
﹂!?
﹂

…
　
独
立
戦
争
の
戦
跡
︵
レ
キ
シ
ン
ト
ン
、

コ
ン
コ
ー
ド
︶
を
巡
る

全
権
一
行
の
宿
泊
ホ
テ
ル
︵
W
ent-

w
orth by the Sea︶
を
翌
朝
見
物
し
、
メ

イ
ン
州
海
岸
を
北
上
し
て
ポ
ー
ト
ラ
ン
ド

市
を
訪
問
後
に
、反
転
南
下
、マ
サ
チ
ュ
ー

セ
ッ
ツ
州
の
レ
キ
シ
ン
ト
ン
に
夕
刻
到
着

し
た
。

レ
キ
シ
ン
ト
ン
中
心
部
に
あ
る
三
角
形

の
緑
地
帯﹁
バ
ト
ル
・
グ
リ
ー
ン
﹂を
翌
十

月
一
日
㈭
早
朝
に
訪
問
し
た
が
、
こ
の
一

角
に
﹁
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
﹂
の
像
が
あ
る
︵
写

真
参
照
︶。
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
と
は
、
危
急
の

際
に
一
分
間
で
現
場
に
駆
け
つ
け
可
能
と

い
う
、
農
民
を
中
心
と
す
る
義
勇
兵
︿
民

兵
﹀の
こ
と
で
あ
る
。一
七
七
五
年
四
月
十

九
日
、七
十
七
名
の
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
が
、レ

キ
シ
ン
ト
ン
の
先
十
二
㎞
、
義
勇
軍
の
武

器
弾
薬
庫
の
あ
る
コ
ン
コ
ー
ド
を
目
指
し

て
ボ
ス
ト
ン
か
ら
進
軍
し
て
き
た
英
国
軍

を
待
ち
受
け
、
独
立
戦
争
の
戦
端
が
開
か

れ
た
場
所
が
こ
の
地
で
あ
る
。
バ
ト
ル
・

グ
リ
ー
ン
に
は
、
作
戦
本
部
と
な
っ
た
居

酒
屋
﹁
バ
ッ
ク
マ
ン
・
タ
バ
ー
ン
﹂
と
、
戦

闘
で
犠
牲
と
な
っ
た
ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
七
名

が
眠
る
記
念
碑
が
あ
る
。
更
に
五
百
ｍ
先

に
は
、ポ
ー
ル
・
リ
ビ
ア︵
後
に
Ｈ
・
Ｗ
・

ワ
ー
ズ
ワ
ー
ス
の
詩﹁
真
夜
中
の
疾
走
﹂で

そ
の
名
が
知
れ
渡
っ
た
︶が
、ボ
ス
ト
ン
よ

り
英
軍
の
発
進
を
報
じ
る
伝
令
と
し
て
、

前
夜
に
馬
で
駆
け
付
け
た
﹁
ハ
ン
コ
ッ

ク
・
ク
ラ
ー
ク
邸
﹂
が
あ
る
。

松
陰
先
生
が
松
下
村
塾
で
﹁
草
莽
崛
起
﹂

を
唱
え
︵
一
八
五
七
年
︶、﹁
西
洋
歩
兵
論

︵
一
八
五
八
年
︶﹂
で
近
代
戦
に
お
け
る
歩

兵
の
用
兵
を
説
き
、
周
布
政
之
助
の
支
持

を
得
た
晋
作
ら
に
よ
り
組
織
化
︵
一
八
六

三
年
︶さ
れ
、大
村
益
次
郎
ら
の
作
戦
指
導

に
よ
り
四
境
戦
争︵
一
八
六
六
年
︶か
ら
戊

辰
戦
争︵
一
八
六
八
年
︶を
戦
っ
た
奇
兵
隊

で
あ
る
が
、そ
の
原
型
は
こ
の﹁
ミ
ニ
ッ
ト

マ
ン
﹂に
あ
る
よ
う
に
見
え
る
。民
兵
の
ミ

ニ
ッ
ト
マ
ン
が
レ
キ
シ
ン
ト
ン
・
コ
ン
コ

ー
ド
の
戦
い
を
制
し
た
義
勇
軍
と
、
志
願

制
な
が
ら
長
州
藩
諸
隊
の
一
つ
と
し
て
給

与
支
給
と
位
階
を
伴
う
長
州
藩
正
規
軍
と

し
て
の
違
い
は
あ
る
が
、﹁
草
莽
﹂
と
い
う

原
点
は
同
一
で
あ
る
。
八
十
余
年
の
年
月

と
日
米
、海
を
隔
て
た
両
国
な
が
ら
、ミ
ニ

ッ
ト
マ
ン
と
奇
兵
隊
を
眺
め
る
と
興
味
深
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い
。
米
国
の
独
立
・
建
国
の
精
神
と
松
陰

先
生
を
通
じ
た
倒
幕
・
明
治
維
新
と
の
か

か
わ
り
を
直
接
に
現
地
で
触
れ
て
み
る
こ

と
、
こ
れ
が
旅
の
動
機
の
核
心
部
分
だ
が
、

先
述
の
三
宅
氏
の
論
文
及
び
昨
年
萩
市
に

お
け
る
同
氏
の
講
演
は
、両
者
の
密
接
な
か

か
わ
り
を
適
格
に
指
摘
す
る
も
の
に
思
う
。

維
新
後
百
五
十
年
余
、
松
陰
先
生
の
像

︵
イ
メ
ー
ジ
︶
も
時
代
と
と
も
に
変
遷
を
し

た
。
第
二
次
大
戦
で
祖
父
と
叔
父
を
失
っ

た
筆
者
は
、
一
時
期
﹁
至
誠
﹂
と
い
う
言
葉

が
好
き
に
な
れ
な
か
っ
た
。
満
州
事
変
～

日
米
開
戦
～
終
戦
に
至
る
期
間
、
若
者
の

心
を
駆
り
立
て
戦
場
に
送
り
出
し
た
〝
呪

文
〟
の
よ
う
に
感
じ
て
い
た
。〝
戦
前
に
編

集
さ
れ
た﹃
吉
田
松
陰
全
集
﹄に
は
当
時
の

価
値
観
が
影
響
し
て
い
る
こ
と
…
、
そ
し

て
、こ
れ
か
ら
は
、当
時
の
未
収
録
資
料
も

活
用
し
た
よ
り
客
観
的
な
松
陰
研
究
が
深

ま
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
〟と
の
、三
宅
氏

の
研
究
姿
勢
に
敬
意
を
表
す
る
。

そ
れ
に
し
て
も
、
前
述
の
﹃
坤
與
図
識

︵
一
八
四
五
年
刊
︶﹄
は
、
福
沢
諭
吉
著
﹃
西

洋
事
情
︵
一
八
六
六
年
初
遍
刊
行
︶﹄
以
前

に
お
け
る
名
著
で
、
幕
末
の
日
本
知
識
層

に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
傑
作
で
あ
っ

た
。ネ
ッ
ト
検
索
す
れ
ば︵﹁
コ
ト
バ
ン
ク
﹂

に
よ
る
︶、
か
の
大
老
・
井
伊
直
弼
は
こ
れ

を
外
交
指
針
と
し
た
と
あ
る
一
方
で
、
松

陰
先
生
は
、〝
生
涯
に
わ
た
っ
て
愛
読
し
て

い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
〟と
さ
れ
る︵
前

述
三
宅
氏
論
文
の
註
四
：
松
陰
の
﹃
坤
與

図
識
﹄
に
関
す
る
読
書
や
講
読
の
記
録
の

項
を
参
照
︶。

﹁
清
教
徒
・
新
大
陸
上
陸
の
軌
跡
﹂
　

①
清
教
徒
初
の
入
植
地
・
プ
リ
マ
ス

レ
キ
シ
ン
ト
ン
か
ら
、
英
軍
の
進
軍
ル

ー
ト﹁
バ
ト
ル
・
ロ
ー
ド
﹂を
十
二
㎞
走
っ

て
コ
ン
コ
ー
ド
に
到
着
、
英
兵
百
人
余
と

ミ
ニ
ッ
ト
マ
ン
四
百
人
が
衝
突
し
た
﹁
オ

ー
ル
ド
・
ノ
ー
ス
橋
﹂を
見
物
し
た
後
、ボ

ス
ト
ン
を
迂
回
す
る
外
環
フ
リ
ー
ウ
ェ
イ

を
約
百
三
十
㎞
走
行
、
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
で

入
植
地
の
雰
囲
気
を
色
濃
く
残
す
﹁
サ
ン

ド
イ
ッ
チ
﹂の
町
を
訪
れ
た
。ケ
ー
プ
コ
ッ

ド
と
は
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
南
部
、
大

西
洋
に
右
肘
を
曲
げ
て
突
き
出
し
た
よ
う

な
形
の
岬
の
事
で
、
ボ
ス
ト
ン
よ
り
こ
の

先
端
の
プ
ロ
ビ
ン
ス
タ
ウ
ン
ま
で
の
距
離

は
約
百
九
十
㎞
で
あ
る
。

サ
ン
ド
イ
ッ
チ
の
町
で
昼
食
後
、
ボ
ス

ト
ン
方
向
に
少
し
戻
り
﹁
プ
リ
マ
ス
・
プ

ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂を
訪
問
し
た
。一
六
二

〇
年
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
号
に
乗
っ
た
清
教

徒
百
二
人
は
、
自
由
な
信
仰
を
求
め
て
英

国
国
教
会
と
決
別
し
、
九
月
六
日
に
英
国

南
西
部
の
プ
リ
マ
ス
港
を
出
航
、
二
ヵ
月

に
及
ぶ
航
海
の
末
、
予
定
地
よ
り
は
る
か

北
に
あ
る
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
の
先
端
︵
現
在

の
プ
ロ
ビ
ン
ス
タ
ウ
ン
港
︶
に
投
錨
し
た
。

一
ヵ
月
に
及
ぶ
慎
重
な
調
査
・
探
検
後
、

漸
く
上
陸
・
入
植
を
開
始
し
た
の
は
既
に

初
冬
で
あ
っ
た
︵
出
航
し
た
港
に
因
ん
で
、

こ
の
地
の
名
前
を
プ
リ
マ
ス
と
し
た
︶。
長

期
航
海
の
疲
れ
と
厳
冬
に
よ
り
メ
ン
バ
ー

の
半
数
近
く
を
失
い
な
が
ら
も
、
先
住
民

の
協
力
を
得
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
や
ジ
ャ
ガ

イ
モ
を
育
て
な
が
ら
、
漸
く
当
地
に
入

植
・
定
住
を
果
せ
た
と
い
う
。
往
時
の
生

活
を
伝
え
る
の
が
、こ
の
野
外
博
物
館︵
一

九
四
七
年
に
オ
ー
プ
ン
︶の﹁
プ
リ
マ
ス
・

プ
ラ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
﹂で
あ
り
、園
内
で
は

従
業
員
ス
タ
ッ
フ
が
入
植
当
時
の
衣
装
を

着
て
往
時
の
生
活
し
て
い
る
姿
を
見
る
こ

と
が
出
来
る
。

こ
の
後
、﹁
プ
リ
マ
ス
・
ロ
ッ
ク
︵
上
陸

地
点
に
あ
る
踏
み
石
︶﹂
と
、
係
留
さ
れ
た

﹁
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
二
世
号
︵
原
寸
大
の
複

製
︶﹂
を
見
物
し
て
か
ら
、
市
内
の
ホ
テ
ル

に
チ
ェ
ッ
ク
イ
ン
し
た
。

清
教
徒
達
は
、
プ
ロ
ビ
ン
ス
タ
ウ
ン
に

投
錨
後
、
先
述
の
如
く
入
念
な
探
検
・
調

査
の
上
に
入
植
を
始
め
た
が
、
特
筆
す
べ

き
は
、事
前
に
、﹁
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー
盟
約
﹂と

言
わ
れ
る
、
多
数
決
原
理
に
基
づ
く
社
会

契
約
を
結
ん
で
自
治
を
盟
約
し
た
こ
と
、

そ
し
て
、
こ
の
契
約
に
乗
船
者
成
人
男
子

全
員
が
署
名
し
、
そ
の
規
則
に
各
々
が
拘

束
さ
れ
る
こ
と
を
約
束
し
た
こ
と
で
あ
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る
。こ
の
盟
約
は
、こ
の
後
百
五
十
余
年
後

に
起
草
さ
れ
た﹁
合
衆
国
憲
法
﹂に
大
き
な

影
響
を
与
え
た
と
言
わ
れ
て
い
る
︵
米
国

の
歴
史
と
民
主
主
義
の
基
本
文
書
／
在
日

米
国
大
使
館
レ
フ
ァ
レ
ン
ス
資
料
室
編

集
・
発
行
︶。

②
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド
突
端
の
町
・
プ
ロ
ビ
ン

ス
タ
ウ
ン

十
月
二
日
㈮
午
前
中
に
ケ
ー
プ
コ
ッ
ド

玄
関
口
の
﹁
ハ
イ
ア
ニ
ス
﹂
を
訪
問
、
チ
ャ

タ
ム
の
町
を
経
由
し
て
、
メ
イ
フ
ラ
ワ
ー

号
が
当
初
投
錨
し
、
上
陸
第
一
歩
を
印
し

た
半
島
突
端
の
記
念
碑
の
そ
ば
に
あ
る

﹁
プ
ロ
ビ
ン
ス
タ
ウ
ン
・
イ
ン
﹂
に
投
宿
し

た
。
十
八
世
紀
に
捕
鯨
基
地
と
し
て
栄
え

た
往
時
の
雰
囲
気
を
窺
う
こ
と
が
出
来
る

老
舗
ホ
テ
ル
で
あ
る
。
市
内
丘
の
上
に
、

﹁
ピ
ル
グ
リ
ム
・
モ
ニ
ュ
メ
ン
ト
︵
高
さ
七

十
七
ｍ
の
塔
︶﹂
が
あ
り
、
そ
の
下
の
博
物

館
で
は
清
教
徒
の
足
跡
、
貿
易
港
・
捕
鯨

基
地
と
し
て
発
展
し
た
町
の
文
化
・
歴
史

が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

︵
閑
話
休
題
：
そ
の
二
︶
Ｊ
Ｆ
Ｋ
の
面
影

を
求
め
て
立
ち
寄
っ
た
﹁
ハ
イ
ア
ニ
ス
﹂

Ｊ
・
Ｆ
・
ケ
ネ
デ
ィ
の
影
響
を
少
な
か
ら

ず
受
け
た
団
塊
世
代
の
一
人
と
し
て
、
是

非
に
と
当
地
ハ
イ
ア
ニ
ス
訪
問
を
加
え

た
。
ケ
ネ
デ
ィ
家
の
別
荘
の
あ
る
当
地
に

は
、﹁
Ｊ
Ｆ
Ｋ
メ
モ
リ
ア
ル
﹂
や
彼
の
博
物

館
が
あ
り
、
後
者
で
は
家
族
・
友
人
達
と

撮
っ
た
、
絶
頂
期
の
に
こ
や
か
な
写
真
を

多
数
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
海
側
か
ら
し

か
見
る
こ
と
が
出
来
な
い
別
荘
な
が
ら
、

数
日
来
米
国
南
部
を
襲
っ
た
大
型
ハ
リ
ケ

ー
ン
・
ホ
ア
キ
ン︵
Joaquin︶の
余
波
を
受

け
て
、
ク
ル
ー
ズ
船
が
当
日
に
欠
航
と
な

っ
た
の
が
残
念
で
あ
っ
た
。

﹁
ジ
ョ
ン
・
万
次
郎
の
足
跡
を
た
ど
っ
て
﹂

…
フ
ェ
ア
ヘ
ブ
ン
／
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ

ォ
ー
ド
訪
問

一
八
六
〇
年
頃
ま
で
、
捕
鯨
基
地
と
し

て
栄
え
た
二
つ
の
町
が
、
ボ
ス
ト
ン
の
南

方
約
百
㎞
、
河
口
に
向
か
い
合
う
よ
う
に

あ
る
。
万
次
郎
が
過
ご
し
た
捕
鯨
船
船
長

の
家
は
、現
在
二
人
の
名
前
を
付
け
て﹁
ホ

イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
・
万
次
郎
友
好
記
念

館
﹂
と
し
て
一
方
の
フ
ェ
ア
ヘ
ブ
ン
の
町

に
保
存
さ
れ
て
い
る
。
記
念
館
訪
問
は
予

約
制
だ
が
、
メ
ー
ル
連
絡
を
取
っ
た
館
長

に
勧
め
ら
れ
て
、
第
十
五
回
・
万
次
郎
フ

ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
開
催
中
の
十
月
三
日
㈯
に

訪
問
し
た
。
当
日
は
万
次
郎
の
故
郷
・
土

佐
清
水
市
か
ら
総
勢
約
二
十
名
に
も
及
ぶ

親
善
使
節
団
一
行
が
来
訪
し
、
市
民
ホ
ー

ル
で
盛
大
な
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
開
催
中

で
あ
っ
た
。

万
次
郎
の
一
生
を
諸
資
料
か
ら
た
ど
れ

ば
、十
四
歳
で
漁
に
出
て
遭
難︵
天
保
十
二

年
／
一
八
四
一
年
︶、
漂
流
後
の
無
人
島
生

活
中
に
捕
鯨
船
に
救
助
さ
れ
て
ハ
ワ
イ
に

移
動
、
船
長
に
見
込
ま
れ
て
養
子
と
な
り
、

こ
の
後
三
年
余
り
船
長
の
住
む
町
で
英

語
・
数
学
・
航
海
術
・
捕
鯨
術
を
学
ん

だ
。
一
旦
捕
鯨
船
乗
組
員
と
し
て
働
く
も
、

望
郷
の
念
捨
て
難
く
、
ゴ
ー
ル
ド
ラ
ッ
シ

ュ
に
沸
く
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
資
金
を
貯

め
、鎖
国
中
の
帰
国
に
慎
重
を
期
し
て
、琉

球︵
一
八
五
一
年
︶～
薩
摩
～
長
崎
を
経
由

し
て
、
漂
流
か
ら
十
二
年
目
・
ペ
リ
ー
来

航
の
前
年
︵
嘉
永
五
年
／
一
八
五
二
年
︶

に
、
二
十
五
歳
に
し
て
漸
く
故
郷
の
土
佐

に
帰
還
し
た
。後
に
幕
府
に
招
聘
さ
れ
、日

米
和
親
条
約
締
結
に
尽
力
、
一
八
六
〇
年

日
米
修
好
通
商
条
約
批
准
書
交
換
の
為
の

遣
米
使
節
団
の
一
員
と
し
て
、勝
海
舟
、福

沢
諭
吉
ら
と
共
に
咸
臨
丸
で
再
渡
米
を
果

た
し
た
と
あ
る
。

ホ
イ
ッ
ト
フ
ィ
ー
ル
ド
船
長
は
、
教
会

で
人
種
的
差
別
を
受
け
た
万
次
郎
を
守
る

た
め
、
自
ら
の
宗
派
と
通
う
教
会
を
変
え

る
ま
で
し
た
有
徳
な
人
物
で
あ
っ
た
︵
地

球
の
歩
き
方
：
ボ
ス
ト
ン
／
ニ
ュ
ー
・
イ

ン
グ
ラ
ン
ド
地
方
六
州
ガ
イ
ド
に
よ
る
︶。

船
長
宅
が
老
朽
化
し
、
売
り
に
出
さ
れ
た

こ
と
を
知
っ
た
聖
路
加
国
際
病
院
の
日
野

原
重
明
理
事
長
︵
現
名
誉
院
長
︶
が
、
発
起

人
と
な
り
寄
付
金
を
募
り
、
二
〇
〇
九
年

に
全
面
改
装
さ
れ
た
の
が
現
在
の
友
好
記

念
館
で
あ
る
。

さ
て
、
対
岸
の
ニ
ュ
ー
・
ベ
ッ
ド
フ
ォ

ー
ド
に
は
、
米
国
捕
鯨
の
隆
盛
を
伝
え
る

﹁
捕
鯨
博
物
館
﹂
が
あ
る
。
ラ
ン
プ
の
灯
火

や
潤
滑
油
の
代
替
と
し
て
、
石
油
系
の
油

が
鯨
油
に
取
っ
て
代
わ
る
ま
で
の
間
、こ
の

町
は
米
国
捕
鯨
産
業
の
中
心
地
で
あ
っ
た
。

嘉
永
六
年
︵
一
八
五
三
年
︶、
米
国
海
軍

東
イ
ン
ド
艦
隊
の
ペ
リ
ー
提
督
が
開
国
を

求
め
て
来
航
し
た
第
一
目
的
は
、
捕
鯨
船

の
﹁
マ
キ
と
水
﹂
を
求
め
て
の
事
で
あ
っ

た
。〝
太
平
の
、眠
り
を
覚
ま
す
上
喜
撰︵
蒸

気
船
︶、
た
っ
た
四
は
い
で
、
夜
も
寝
ら
れ

ず
〟と
詠
わ
れ
て
、降
っ
て
わ
い
た
よ
う
な

突
然
の
黒
船
来
航
の
よ
う
に
伝
え
ら
れ
る

が
、実
は
そ
う
で
は
な
い
。西
欧
諸
国
の
中
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で
、
唯
一
日
本
と
独
占
的
に
貿
易
を
行
っ

て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
の
国
力
衰
退
に
伴
い
、

ペ
リ
ー
来
航
以
前
に
既
に
十
数
度
に
わ
た

り
、米
国
人
水
夫
が
乗
船
し
、オ
ラ
ン
ダ
国

旗
を
掲
げ
る
米
国
船
が
出
島
に
来
航
し
て

い
た
と
博
物
館
内
に
説
明
が
あ
る
。
他
の

西
洋
列
強
に
後
れ
を
取
っ
て
東
洋
進
出
を

計
ろ
う
と
し
た
当
時
の
新
興
国
・
米
国

が
、
事
前
調
査
を
重
ね
て
計
画
的
に
来
航

し
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
。

﹁
ボ
ス
ト
ン
訪
問
﹂：
一
冊
の
本
が
世
界
を

変
え
た
…
漸
く
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ト
レ
イ
ル

を
踏
破

ボ
ス
ト
ン
の
初
日
四
日
㈰
朝
は
、
フ
ェ

ア
ヘ
ブ
ン
か
ら
ボ
ス
ト
ン
市
内
を
通
過
し

て
チ
ャ
ー
ル
ズ
川
対
岸
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ

に
直
行
、
大
改
修
を
終
え
た
ハ
ー
バ
ー
ド

大
学
美
術
館
を
訪
問
し
た
。
大
学
生
協
の

カ
フ
ェ
で
昼
食
を
済
ま
せ
て
、
レ
ン
タ
カ

ー
返
却
に
便
利
の
良
か
っ
た
市
内
バ
ッ

ク
・
ベ
イ
地
区
の
﹁
コ
ー
プ
リ
ー
・
ス
ク

ウ
ェ
ア
﹂
に
近
い
ロ
ウ
ズ
・
ホ
テ
ル
に
チ

ェ
ッ
ク
イ
ン
、午
後
に
は
予
定
ど
お
り
、当

地
名
物
の
ダ
ッ
グ
・
ツ
ア
ー
︵
ア
ヒ
ル
の

形
を
し
た
水
陸
両
用
車
に
よ
る
市
内
ツ
ア

ー
︶
を
楽
し
ん
で
初
日
の
観
光
を
終
え
た
。

旅
の
最
終
日
の
早
朝
、
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン

中
心
に
あ
る﹁
ボ
ス
ト
ン
コ
モ
ン︵
一
六
三

四
年
清
教
徒
が
購
入
、以
来〝
市
民
共
通
の

広
場
〟
と
呼
ば
れ
る
米
国
最
古
の
公
園
︶﹂

か
ら
出
発
し
て
、﹁
フ
リ
ー
ダ
ム
・
ト
レ
イ

ル
﹂の
散
策
を
始
め
た
。フ
リ
ー
ダ
ム
・
ト

レ
イ
ル
と
は
、こ
こ
に
始
ま
り
、チ
ャ
ー
ル

ズ
タ
ウ
ン
︵
ボ
ス
ト
ン
湾
河
口
対
岸
の
町
︶

の
バ
ン
カ
ー
ヒ
ル
記
念

塔
に
至
る
ま
で
の
間
の

全
十
六
か
所
の
史
跡
を

全
長
四
㎞
の
距
離
で
結

ぶ
道
の
こ
と
で
、
歩
道

に
敷
か
れ
た
赤
レ
ン
ガ

を
挟
ん
だ
二
本
の
線
が

示
す
レ
ー
ン
を
辿
れ
ば

順
に
史
跡
を
散
策
で
き

る
。ト
レ
イ
ル
の
途
上
、

グ
ラ
ナ
リ
ー
墓
地
︵
独
立
戦
争
や
建
国
の

英
雄
た
ち
が
眠
る
墓
地
︶、
Ｂ
・
フ
ラ
ン
ク

リ
ン
︵
独
立
宣
言
起
草
者
︶
立
像
、
新
旧
州

議
会
場
、ボ
ス
ト
ン
・
マ
サ
ッ
ク
ル
跡︵
英

兵
発
砲
に
よ
る
市
民
五
名
の
虐
殺
現
場

跡
︶、
フ
ァ
ニ
ュ
エ
ル
ホ
ー
ル
︵
演
説
・
集

会
場
︶
等
の
各
所
で
、
暫
し
そ
の
場
に
佇

み
、
往
時
の
雰
囲
気
に
浸
り
込
ん
だ
り
し

な
が
ら
、
昼
食
は
ク
イ
ン
シ
ー
・
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
ボ
ス
ト
ン
名
物
の
﹁
ク
ラ
ム
・
チ

ャ
ウ
ダ
︵
ボ
ス
ト
ニ
ア
ン
は
、
何
故
か
〝
チ

ャ
ウ
ダ
ー
〟
と
発
音
し
な
い
！
︶﹂
に
舌
鼓

を
打
っ
て
、
充
実
し
た
時
間
を
過
ご
す
こ

と
が
出
来
た
。
初
回
の
四
十
五
年
前
と
前

回
十
五
年
前
に
訪
問
済
み
の
チ
ャ
ー
ル
ズ

タ
ウ
ン
側
の
史
跡
を
加
え
て
、
三
度
目
に

し
て
漸
く
ト
レ
イ
ル
の
踏
破
が
適
っ
た
こ

と
に
満
足
至
極
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
独
立
戦
争
開
始
翌
年
に
発
刊
さ

れ
た
小
冊
子
﹃
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
︵
ト
マ

ス
・
ペ
イ
ン
著
・
一
七
七
六
年
一
月
刊
︶﹄

を
、世
界
百
科
事
典︵
平
凡
社
刊
、第
二
版
︶

他
の
言
葉
を
借
り
て
紹
介
し
た
い
。﹁
…
、

英
本
国
か
ら
の
分
離
・
独
立
は
当
然
の
常

識
︵
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
︶
と
訴
え
、
三
ヵ
月

余
で
十
二
万
部
を
売
り
上
げ
た
新
大
陸
空

前
の
ベ
ス
ト
セ
ラ
ー
で
あ
り
、
独
立
戦
争

開
戦
当
初
に
劣
勢
を
強
い
ら
れ
た
独
立
派

に
勇
気
と
展
望
を
与
え
、
独
立
の
気
運
を

一
気
に
高
め
た
﹂
と
あ
る
。
正
に
、
一
冊
の

本
が
世
界
を
変
え
た
と
言
え
よ
う
。

一
方
、
幕
末
の
我
が
長
州
に
目
を
転
じ

れ
ば
、
第
二
次
長
州
征
討
の
布
告
の
翌
年

三
月︵
慶
応
二
年
／
一
八
六
六
年
︶、﹁
長
防

臣
民
合
議
書
﹂
な
る
檄
文
が
三
十
六
万
部
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発
行
さ
れ
た
。
こ
れ
は
幕
末
長
州
の
人
口

に
比
べ
れ
ば
、実
に
莫
大
な
数
で
あ
る
。歴

史
研
究
家
で
な
い
筆
者
の
、
い
わ
ば
素
人

の
思
い
付
き
故
に
、
別
途
専
門
家
に
よ
る

検
証
を
待
た
ね
ば
な
る
ま
い
が
、
筆
者
に

は
前
述
の
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
と
こ
の
檄
文

が
か
ぶ
っ
て
み
え
る
。
九
十
年
の
年
月
と

場
所
を
隔
て
な
が
ら
も
、仮
に
も
、こ
の
檄

文
の
原
点
が
コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
に
在
る
と

す
れ
ば
、
実
に
愉
快
で
は
な
い
か
！

長
防
臣
民
合
議
書
は
県
内
に
多
数
現
存

す
る
と
聞
く
が
、現
在
、萩
博
物
館
で
特
別

公
開
中
の﹁
高
杉
晋
作
資
料
室
﹂に
も
展
示

が
さ
れ
て
い
る
。ネ
ッ
ト
検
索
し
て﹃
日
本

史
資
料
︵
歴
史
学
研
究
会
編
、
岩
波
書
店

一
九
九
七
年
︶﹄
の
六
二
頁
以
降
の
解
説
を

借
り
れ
ば
、〝
本
資
料
︵
合
議
書
︶
は
、
第

二
次
長
征
軍
を
前
に
し
た
長
州
藩
当
局

が
、そ
の
行
動
の
正
当
性
と
、徹
底
抗
戦
せ

ざ
る
を
得
な
い
理
由
を
、
一
方
で
は
領
民

全
員
に
徹
底
さ
せ
、
他
方
で
は
日
本
国
民

全
体
に
呼
び
か
け
る
た
め
刊
行
し
た
檄

文
〟と
あ
る
。臣︵
家
臣
・
士
族
︶に
民︵
領

民
全
体
︶
を
加
え
て
発
し
た
檄
文
で
あ
る

こ
と
が
興
味
深
い
が
、
こ
の
起
草
者
が
兵

学
門
下
生
と
し
て
明
倫
館
で
松
陰
先
生
の

指
導
を
受
け
た
山
縣
半
蔵
︵
起
草
時
は
宍

戸
備
後
助
、後
に
宍
戸
璣
︶で
あ
る
と
知
る

に
及
び
、
こ
れ
ぞ
松
陰
先
生
の
﹁
草
莽
崛

起
﹂で
は
な
い
か
と
思
え
て
く
る
。防
長
二

州
の
一
致
協
力
体
制
と
討
幕
気
運
を
一
気

に
高
め
る
契
機
と
な
っ
た
が
、
正
し
く
独

立
戦
争
時
に
発
刊
さ
れ
た
コ
モ
ン
・
セ
ン

ス
が
先
に
示
し
た
道
で
は
あ
る
ま
い
か
！

ラ
ジ
オ
・
テ
レ
ビ
の
な
い
時
代
に
あ
っ

て
、コ
モ
ン
・
セ
ン
ス
が
示
し
た
広
報︵
パ

ブ
リ
ケ
ー
シ
ョ
ン
︶
の
力
︵
効
用
︶
に
つ
い

て
、
松
陰
先
生
・
門
下
生
他
尊
王
攘
夷
の

志
士
に
、
先
述
の
坤
輿
図
識
等
の
書
物
を

通
じ
て
相
応
の
認
識
が
あ
っ
た
と
し
て

も
、
不
思
議
で
は
あ
る
ま
い
。

因
み
に
、
宍
戸
備
後
助
は
四
境
戦
争
に

際
し
長
州
藩
が
対
幕
府
交
渉
の
為
に
広
島

に
送
り
出
し
た
藩
主
父
子
の
名
代
で
あ

り
、
大
河
ド
ラ
マ
で
描
か
れ
た
〝
文
〟
の
夫

の
小
田
村
素
太
郎︵
小
田
村
伊
之
助
、後
の

楫
取
素
彦
︶は
そ
の
随
員
で
あ
っ
た︵
萩
市

史
第
一
巻
九
七
六
頁
よ
り
︶。

﹁
終
わ
り
に
﹂

戦
後
七
十
余
年
、空
気
の
よ
う
に
、あ
っ

て
当
た
り
前
の
よ
う
に
慣
れ
切
っ
て
し
ま

っ
た
現
行
憲
法
で
あ
る
が
、
冒
頭
述
べ
た

よ
う
に
、
合
衆
国
憲
法
や
フ
ラ
ン
ス
の
人

権
宣
言
に
繋
が
る
人
類
の
共
通
遺
産
・
普

遍
的
理
念
を
そ
こ
に
引
き
継
ぐ
こ
と
を
心

に
留
め
た
い
。
か
の
旧
ド
イ
ツ
の
ワ
イ
マ

ー
ル
憲
法
が
、
ナ
チ
ス
に
合
法
的
に
葬
り

去
ら
れ
た
歴
史
を
知
る
我
々
は
、
世
代
を

超
え
、
歴
史
に
学
び
な
が
ら
、
憲
法
の
〝
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
〟
を
心
掛
け
ね
ば
な
る
ま
い
。

国
会
に
お
い
て
幾
度
の
審
議
を
経
て
成
立

し
た
現
行
憲
法
が
、
戦
後
占
領
下
に
お
い

て
成
立
し
た
こ
と
を
以
て
〝
外
国
製
の
憲

法
と
指
摘
し
て
〟
改
正
す
べ
し
と
の
論
が
、

一
部
団
体
及
び
こ
れ
に
繋
が
る
面
々
に
あ

る
。
筆
者
に
は
心
の
狭
い
国
産
品
愛
好
団

体
に
映
る
が
、
以
下
に
﹁
煎
じ
薬
﹂
二
通
を

進
ぜ
よ
う
。
製
品
一
部
に
海
外
産
品
・
輸

入
品
が
含
ま
れ
よ
う
と
も
、
良
い
モ
ノ
は

良
い
。
け
だ
し
、
仏
教
伝
来
以
来
、
外
来
の

有
用
な
る
も
の
を
伝
統
に
生
か
し
、
発
展

さ
せ
て
こ
そ
の
日
本
の
文
化
で
あ
る
。

一
つ
目
は
、松
陰
先
生
が
、兄
の
梅
太
郎

︵
杉
民
治
︶と
の
安
政
元
年︵
一
八
五
四
年
︶

十
一
月
二
十
三
日
付
け
︵
野
山
獄
入
獄
中

と
思
わ
れ
る
︶
の
往
復
書
簡
の
行
間
書
き

込
み
に
見
つ
か
る
︵
吉
田
松
陰
全
集
第
七

巻
︶。
即
ち
、﹁
…
、
松
陰
の
著
述
の
西
洋
臭

い
こ
と
に
対
し︵
叔
父
の
︶玉
木
文
之
進
が

眉
を
ひ
そ
め
る
だ
ろ
う
と
︵
梅
太
郎
が

弟
・
松
陰
に
︶
注
意
す
る
と
、︵
松
陰
先
生

は
︶〝
西
洋
臭
き
か
。
身
に
つ
い
た
糞
は
く

そ
う
な
い
。
あ
は
、、、。〟
と
応
じ
、
自
身
も

自
分
の
学
問
が
西
洋
臭
い
も
の
で
あ
る
こ

と
を
堂
々
と
認
め
て
い
る
﹂と
あ
る﹁
前
述

の
三
宅
氏
論
文
註
八
の
引
用
記
述
を
参

照
、︵
こ
の
部
分
は
筆
者
補
足
︶﹂。

二
つ
目
は
、平
成
二
十
五
年︵
二
〇
一
三

年
︶十
二
月
十
八
日
、傘
寿
を
前
に
し
た
天

皇
陛
下
が
、
宮
内
記
者
会
代
表
質
問
に
対

し
述
べ
ら
れ
た
ご
感
想
で
あ
り
、
一
部
を

こ
こ
に
紹
介
す
る
。〝
…
。
戦
後
、
連
合
国

の
占
領
下
に
あ
っ
た
日
本
は
、
平
和
と
民

主
主
義
を
、
守
る
べ
き
大
切
な
も
の
と
し

て
、日
本
国
憲
法
を
作
り
、様
々
な
改
革
を

行
っ
て
、本
日
の
日
本
を
築
き
ま
し
た
。戦

争
で
荒
廃
し
た
国
土
を
立
て
直
し
、
か
つ
、

改
善
し
て
い
く
た
め
に
当
時
の
我
が
国
の

人
々
の
払
っ
た
努
力
に
対
し
、
深
い
感
謝

の
気
持
ち
を
抱
い
て
い
ま
す
。ま
た
、当
時

の
知
日
派
の
米
国
人
の
協
力
も
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。
…
〟。

軽
軽
な
コ
メ
ン
ト
は
避
け
ね
ば
な
る
ま
い

が
、
陛
下
の
強
い
お
気
持
ち
が
窺
わ
れ
る

こ
の
お
言
葉
を
、
煎
じ
薬
と
す
る
ま
で
も

あ
る
ま
い
。
お
言
葉
の
ま
ま
に
噛
み
し
め

て
み
て
は
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

︵
山
口
日
米
協
会
 理
事
︶
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